
《霊場周辺の名産品を味見しよう マニュアル》 

○目的・意義 

単に霊場(二十五霊場を中心に)を紹介するのではなく、付加価値を付けることで

楽しみながら霊場を身近なものにすることができ、法然様に対しても親しみを持

って頂くことができる。また、食べ物を介して、檀信徒同士で話題が盛り上がり、

横の連携が強固になる。 

○特徴 

 ビジュアル説法の活用形（視覚・聴覚だ

けでなく味覚にも） 

 甘党や女性に人気 

 酒類や酒の肴なら辛党や男性にも 

○内容：１回の開催について 

1. 霊場の内、１～３箇所程度を選ぶ。 

2. 霊場の紹介をプロジェクターでする。 

（１０分程度、紹介素材が多ければ１５分以上でもＯＫ） 

3. 味見品とお店の紹介をする。 

（５分以内） 

4. 味見を行う。感想など聞きながら、霊

場の話題や味見品の評価などの話を

して、会話を盛り上げる。 

5. 複数の霊場を紹介する場合は、２～４

を繰り返す。 

○注意点 

1. 名産品等はお楽しみなので、できれ

ば各霊場の紹介後に会場に持ち込

む。そのためのスタッフ（１～３人）

がいれば便利。 

2. 霊場周辺に必ずしも名産品がある

とは限らないので、霊場のある都道

府県レベルで検討する。 

3. 名産品等は個別に包装されている

もの、常温で保存できるものがベストだが、そうでない場合は配慮が必要。



お菓子にこだわらず、飲み物やおか

ず、果物などでもＯＫ 

4. 食物アレルギーのある参加者のた

め、商品の成分内容を確認し、会場

でその旨を公示すること。 

○必要備品 

プロジェクター、プロジェクターを設置

する台、スクリーン、パソコン、パワーポイント（プレゼンテーション作成ソフ

ト）、味見品をのせるお盆等。場合によってはアイスボックスやフォーク、スプ

ーン、爪楊枝、お皿、延長コード等。 

★パワーポイントがない場合 

パワーポイントのファイルを編集できるソフトウェアやサービスを無料で入手

する 

１、Office Online 

http://office.microsoft.com/ja-jp/onli

ne/ 

マイクロソフトが提供する無料のサービス。

パワーポイントファイルとの互換性は非常

に高い。 

２、Open Office 

http://ja.openoffice.org/ 

無料の総合オフィスソフトで、パワーポ

イントと互換性があるプレゼンテーショ

ンソフトである「Impress」が利用可能。 



３、Googleドキュメント 

http://docs.google.com/ 

無料で使用できるオンラインオフィスサービ

ス。パワーポイントと互換性あり。 

★プロジェクターは近年、たいへん安くなり、しかも使いやすくなってきた 

 本堂や座敷等（最大５０人程度）で使用の場合、以下のスペックがあれば十分 

   明るさ 2600lm（lm＝ルーメン、明るさの単位）以上 

   解像度 XGA（1024×768）または、SXGA（1280×1024）で十分 

プロジェクターとパソコンとの接続が可能か購入時に確認（通常は、「ミニD-Sub15p

in」で接続しますが、ノートパソコンに「HDMI」端子しかない場合は、「HDMI」端子

があるプロジェクターを購入するか、「ミニD-Sub15pin」と「HDMI」の変換コードを

用意しましょう） 

★スクリーン ７５インチ（75型）以上。１００インチもあれば十分。 

                   「HDMI端子」 



★プロジェクターがない場合、薄型の大型テレビで代用可能（パソコンとテレビを 

HDMIの接続端子を介して接続するのが手軽で便利） 

★上記が両方とも難しい時は印刷して配布する 

○プレゼンテーションの素材 

1. 写真やビデオは、主にホームページで

公開されているものを使用すると便

利（印刷して配布する場合は著作権の

問題が生じるので注意すること） 

2. 以前行った霊場参拝の写真なども活

用 

3. 和歌山教区のホームページのラジオ

ドラマ「法然さま」が使える霊場もあ

る 

○選定時の注意点 

 食物アレルギーに注意 

 「名物に旨い物なし」ネットなどで評判を調査、できれば前もって味見 

 お取り寄せサイトなどを活用 

 予算に合わせて決める 

○注文時の注意点 

 賞味期間が短い物は注文が難しい 

 前日までに着くよう余裕をもって 

 支払い方法を確認 

 領収証を必ずもらう（代金引換・振込） 

 参加者数を確認して注文（少し多めに） 

 冷凍保存の場合は保存可能か確認 

「おやつの一例」（滋賀県） 

○名物選定の拡大 

 二十五霊場だけでは地域が限定。本山や霊跡にも範囲を広げる 

 霊場紹介以外にも、色々な行事のおやつとして全国の名産品を活用すること

で、お寺へ来る楽しみを増やすことができる 


